遺　伝
 [基礎知識]

・遺伝子はＡＡ、Ａａ、ａａなど2つでセット。

・大文字が優性、小文字が劣性を表す。

・ＡＡ、ａａをホモ(接合体)という。ＡＡは優性ホモ、ａａは劣性ホモ。

・Ａａをヘテロ(接合体)という。

・配偶子はセットになった遺伝子(＝対立遺伝子)を2つに分けたもの。

・遺伝子がヘテロ（Ａａなど）の場合は優性の形質が「表現」される。

・親＝P、子＝F1、孫＝F2、ひ孫＝F3…
・子は両親の配偶子のうちの１つずつを受け継ぐ。

まず最初に区別したいことば

(1)遺伝子型
…「RR」などのようにアルファベット２文字で表す。
(2)表現型
……「丸」などのように形質をことばで表す。
(3)配偶子の遺伝子形…　「R」などのようにアルファベット１文字で表す。
[その他の知識・テクニック]

・検定交雑…劣性ホモ(aaなど)との交雑ではPの「遺伝子型」がF1の「表現型」になる。

　→遺伝子型がAAならF1の表現型はAだけ。

　　遺伝子型がAaならF1の表現型はAとaが１：１

　　遺伝子型がaaならF1の表現型はaだけ。

・2遺伝子の交雑…片方の形質についての設問は、その遺伝子だけに着目する。
メンデルの法則
(1)優性の法則…形質には優性と劣性があり、F1には優性の形質が現れる。
(2)分離の法則…配偶子がつくられるとき、対立遺伝子は分離する。
(3)独立の法則…各対立遺伝子は他の対立遺伝子には関係なく独立に遺伝する。
特殊な遺伝

(優性ホモと劣性ホモのPからのF1を自家受精したF2の表現型の分離比を示す)
【不完全優性】1：2：1

※中間の形質が現れる　→　遺伝子型＝表現型

【補足遺伝子】９：７

※2種類の両方とも優性のときだけ発現

【条件遺伝子】９：３：４

※一方が発現したときだけ他方も発現する

【抑制遺伝子】１３：３

※※ある遺伝子の形質を消してしまう遺伝子

【同義遺伝子】１５：１

※どちらか一方でも優性なら発現する

【致死遺伝子】
(1)2：1
(優性ホモで致死の場合)


(2)1：0
(劣性ホモで致死の場合)

連鎖と独立
独立…2種類の遺伝子が別の染色体にある

(完全)連鎖…2種類の遺伝子が同じ染色体にある。

不完全連鎖…2種類の遺伝子が同じ染色体にあるが、組み換えが起きている。

組み換え価…全体の配偶子のうち、組み換えが起こった配偶子の割合のこと。
配偶子がn：1：1：n(ただしn＞1)のとき、
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組み換え価＝


２遺伝子雑種
遺伝子型がAaBbのPを自家受精してできたF1の表現型の分離比は…
(1)独立の場合

AB：Ab：aB：ab＝9：3：3：1

(2)AB、abが連鎖の場合
AB：Ab：aB：ab＝3：0：0：1
(3) Ab、aBが連鎖の場合
AB：Ab：aB：ab＝2：1：1：0
(4)不完全連鎖(連鎖だが組み換えあり)の場合　→　上記以外の比
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